
第 1 章：SAP 導入を取り巻く環境 

1.1. DX におけるデータの重要性と SAP の提供価値 

現代のビジネス環境は、かつてないスピードで変化しています。企業がこの激しい潮流

の中で生き残り、さらなる成長を遂げるためには、もはや旧来のビジネスモデルやオペレ

ーションでは対応できません。そこで不可欠となるのが、デジタルトランスフォーメーシ

ョン（DX）です。しかし、この言葉はしばしば、単なる IT ツールの導入と誤解されがちで

す。本当の DX は、デジタル技術を駆使して、顧客や市場の変化に素早く対応し、新たなビ

ジネスモデルやサービスを創出することにあります。この変革の根幹を支えるのが「デー

タ」です。 

 企業活動のあらゆる場面で生成される膨大なデータ―顧客の購買履歴、在庫の動き、生

産ラインの稼働状況、財務情報など――は、まさにビジネスの血流と言えるでしょう。こ

の血流をリアルタイムに把握し、分析することで、初めて精度の高い経営判断が可能にな

ります。しかし、多くの企業では、このデータが部門ごとに分断され、いわゆる「情報の

サイロ化」が起きています。各部門が個別のシステムで業務を遂行する結果、経営層が全

社的な状況を俯瞰することは困難となり、迅速な意思決定を阻害する大きな壁となってい

るのです。 

 SAP 社 ERP は、まさにこの課題を解決するために設計された統合プラットフォームで

す。財務、販売、生産、人事といった基幹業務のデータを一元的に管理し、リアルタイム

で可視化する能力を持っています。これにより、サイロ化された情報を統合し、企業全体

の「今」を正確に映し出します。データドリブンな経営を実現するための強固な土台を築

くことこそ、SAP が提供する最大の価値となります。 

 単なる「基幹システムの置き換え」という旧来の視点から脱却し、「DX を加速させるた

めのデータの統合基盤」として SAP を捉えることが、プロジェクト成功の第一歩となりま

す。この視点を持つことで、プロジェクトの目的が明確になり、後続の構想策定や要件定

義がよりスムーズに進むことでしょう。SAP は、単に業務をデジタル化するツールではな

く、ビジネスのあり方そのものを変革する力を秘めているのです。 

 多くの日本企業は、長年にわたり独自の商習慣や業務プロセスを築き上げてきました。

これは、個々の企業が競争優位性を確立する上で重要な要素でしたが、同時に、IT システ

ムの複雑化とブラックボックス化を招きました。スクラッチ開発された独自のシステム

や、部門ごとに乱立した表計算ソフトのデータは、全体最適の観点から見ると大きな足か

せとなります。特に、グローバル化が進む現代では、各拠点で異なるシステムが稼働して

いるケースも珍しくなく、グループ全体の経営指標を迅速に集計・分析することが困難に

なり、市場の変化への対応が遅れるリスクが高まります。 



 SAP は、世界中の優良企業で培われたベストプラクティスを標準機能として提供してい

ます。これは、ただのソフトウェアではなく、業務の標準化と効率化を実現するための知

恵の結集といえます。SAP S/4HANA を導入するということは、自社の業務プロセスをゼロ

から見直す絶好の機会です。長年の商習慣が本当に現在のビジネスに最適か、ムダなプロ

セスはないか、といった問いを、SAP の標準プロセスと照らし合わせながら議論すること

で、根本的な業務改革を推進できます。 

 このプロセスを経て、企業はよりスリムで効率的なオペレーションを手に入れ、そこで

得られた高品質なデータを次の DX のステップへと活かすことができるのです。この意味

で、SAP 導入は単なる IT プロジェクトではなく、業務改革プロジェクトであると認識すべ

きです。経営層から現場の従業員まで、この共通認識を持つことが、プロジェクトを成功

に導くための重要な鍵となります。 

 データは、現代の企業にとって石油と同じくらい価値のある資源と言えます。しかし、

多くの企業では、その価値を十分に引き出せていません。データの収集・管理はされてい

ても、それがリアルタイムで経営判断に活用されることは少なく、月末や四半期末の締め

作業に追われ、過去の数字を追いかけることに終始しがちです。これでは、今日の市場動

向や顧客ニーズの変化に、明日以降のビジネスでしか対応できません。未来を予測し、先

手を打つことは不可能です。 

 SAP は、インメモリデータベースである SAP HANA を基盤としています。これにより、

膨大なトランザクションデータを瞬時に分析し、リアルタイムな経営ダッシュボードやレ

ポートを提供します。例えば、ある商品の売上が急増した際、その原因が特定の地域、店

舗、顧客層にあることをリアルタイムで把握し、すぐに次のマーケティング戦略を立案す

るといったことが可能になります。これは、単なる過去の分析ではなく、未来のビジネス

を創造するための洞察を生み出すことに他なりません。SAP は、単にデータを集めるだけ

でなく、そのデータを「活きた情報」に変え、これからの AI 時代を生き残るための強力な

ツールなのです。 

 多くの経営者が、DX の重要性を認識し、多額の投資を行っています。しかし、その投資

が必ずしも期待通りの成果に結びついているとは限りません。その最大の理由は、DX を

「IT ツールの導入プロジェクト」と捉えてしまっていることにあります。本当の DX は、

経営戦略と業務プロセス、そして IT システムが三位一体となって初めて実現するもので

す。 

 SAP 導入プロジェクトは、まさにこの三位一体を具現化する絶好の機会です。SAP とい

う共通のプラットフォームを導入することで、これまでバラバラだった部門間の連携が強

化され、組織全体が同じ目標に向かって動き出すことができます。例えば、販売部門が受

注した情報が、リアルタイムで生産部門や在庫管理部門に共有されることで、サプライチ

ェーン全体の最適化が図れます。SAP 導入は、単なる IT プロジェクトではなく、組織全体

の変革プロジェクトなのです。この変革を成功させるには、経営層が明確なビジョンを持



ち、それをプロジェクトメンバーや全従業員に浸透させる必要があります。 

 このビジョンを共有し、組織全体で変革へのコミットメントを高めることが、プロジェ

クトの成功確率を飛躍的に向上させます。経営層が「なぜ今、SAP を導入するのか」とい

う問いに明確な答えを持ち、それを従業員に丁寧に説明することで、現場の抵抗を減ら

し、協力を促すことができるのです。 

 DX 時代におけるデータの重要性は、もはや議論の余地がありません。しかし、ただ闇雲

にデータを集めるだけでは意味がありません。データは、適切な文脈と構造の中で初めて

価値を生み出します。例えば、「今日の売上データ」だけでは、それが良いのか悪いのか判

断できません。それが「昨年の同じ日と比較してどうか」「競合他社と比較してどうか」

「市場全体のトレンドと比較してどうか」といった文脈と結びつくことで、初めて意味の

ある情報となるのです。 

 SAP S/4HANA は、財務、人事、販売、生産など、企業のあらゆるデータを統合し、そ

れらのデータを相互に関連付けて管理する能力に優れています。これにより、単一のデー

タポイントだけでなく、それらが互いにどう影響し合っているかを多角的に分析できま

す。この統合されたデータ基盤は、企業が新しいサービスや製品を開発する際の強力な武

器となります。例えば、顧客の購買データとマーケティングキャンペーンの効果データを

組み合わせることで、よりパーソナライズされた顧客体験を提供できるようになります。

SAP は、DX の成否を分ける「データの質の向上」に貢献するのです。 

 高品質なデータは、企業の競争優位性の源泉です。それは、より迅速かつ正確な意思決

定を可能にするだけでなく、新しいビジネスモデルの創出や、顧客体験の向上にもつなが

ります。SAP の導入は、この高品質なデータ基盤を構築するための最も確実な方法の一つ

と言えるでしょう。しかし、そのためには、プロジェクトの初期段階から、どのようなデ

ータを収集し、どのように活用するのかというビジョンを明確に持つことが不可欠です。

このビジョンがなければ、せっかくの統合プラットフォームも宝の持ち腐れとなりかねま

せん。 

 DX を成功させるには、単にシステムを導入するだけでなく、それを活用できる人材を育

成することも重要です。SAP は、その機能の豊富さゆえに、学習コストが高いと感じられ

ることがあります。しかし、逆に言えば、SAP を使いこなせる人材は、企業にとって非常

に価値の高い存在となります。プロジェクトを通じて、業務部門のキーパーソンが SAP の

知識を習得し、社内のエキスパートとして育っていくことは、将来にわたる DX の自走能

力を高める上で不可欠な要素です。 

 SAP は、単なる基幹業務システムではなく、企業のデジタル化をリードするプラットフ

ォームです。その中心にあるのは、ビジネスの複雑なプロセスをシンプルにし、データを

通じて洞察を生み出すという思想です。この思想を理解し、自社のビジネスにどう活かす

かを考えること。それが、SAP 導入を成功させるための最初のステップです。 



データは、現代の企業が直面するあらゆる課題を解決するための羅針盤となります。例え

ば、サプライチェーンの最適化を考えてみましょう。原材料の調達から製品の配送まで、

一連の流れの中で発生する膨大なデータをリアルタイムで分析することで、需要予測の精

度を高め、在庫のムダをなくし、顧客への配送時間を短縮することができます。これは、

コスト削減だけでなく、顧客満足度の向上にも直結します。 

 SAP は、このサプライチェーン全体のデータを統合的に管理する能力に優れています。

各部門のデータがシームレスに連携することで、これまで見えなかったボトルネックや非

効率なプロセスが明らかになります。この「全体像の可視化」こそ、データがもたらす最

大の価値であり、SAP が提供する核となる機能です。 

 さらに、データは企業の新たな収益源を生み出す可能性も秘めています。例えば、顧客

の購買データを分析し、個々の顧客にパーソナライズされた商品やサービスを提案するこ

とで、売上を増やすことができます。また、製品の使用データを収集し、その分析を通じ

て新しいメンテナンスサービスやアップグレードプランを開発することも可能です。 

 SAP は、これらのデータを効果的に収集、管理、分析するためのツールを提供します。

これにより、企業は単に既存のビジネスを効率化するだけでなく、データから新しいビジ

ネスチャンスを見出し、それを実現するための土台を築くことができるのです。 

 データの価値を最大化するためには、データの正確性と一貫性が不可欠です。複数のシ

ステムにデータが分散していると、同じ顧客情報が異なる形式で存在したり、在庫数がシ

ステムによって異なったりといった問題が発生し、データの信頼性が損なわれます。この

ような「データの不整合」は、誤った意思決定につながるリスクをはらんでいます。 

 SAP S/4HANA は、単一のデータベースで全社のデータを管理することで、このデータの

不整合を根本的に解消します。これにより、経営層は常に最新かつ正確なデータに基づい

て判断を下すことができ、従業員も信頼性の高い情報源を頼りに業務を遂行できるように

なります。これは、企業全体の生産性向上とリスク低減に大きく貢献します。 

 DX 時代における SAP の提供価値は、単に既存の業務をデジタル化するだけに留まりま

せん。それは、「ビジネスモデルそのものの変革」を可能にするものです。例えば、ある製

造業の企業が SAP を導入したとします。これにより、生産、販売、在庫管理のデータが統

合されるだけでなく、IoT を活用して顧客の製品利用データをリアルタイムで把握し、予兆

保全サービスやサブスクリプションモデルへとビジネスをシフトすることが可能になりま

す。 

 SAP は、このような新しいビジネスモデルを支えるための柔軟な機能と、それを実現す

るための技術基盤を提供します。これは、企業が市場の変化に迅速に対応し、競合他社に

先駆けて新たな価値を創造するための強力な武器となるのです。 

1.2. DX を加速するプラットフォームとしての SAP 

DX を加速させるプラットフォームとして SAP が注目される理由は、単に最新技術を統



合する能力だけでなく、あらゆる企業にとって不可欠なデータのベストプラクティスを提

供していることにあります。現代のビジネスは、日々変化する市場に対応するため、常に

新しい価値を創造していく必要がありますが、その出発点となるのは、まず自社がビジネ

ス上、どのようなデータを管理すべきかを正確に識別することです。SAP は、財務、販

売、購買、生産など、企業の基幹業務を網羅する包括的なデータモデルとプロセスを標準

で提供しており、これにより企業は、自社の活動を全体最適の観点から見直し、真に管理

すべきデータを明確に定義できます。 

 この統一されたデータ基盤を持つことで、企業は初めて、部門を横断した正確な洞察を

生み出すことが可能になります。例えば、販売データと在庫データを組み合わせること

で、単なる売上数字だけでなく、特定の商品の需要パターンを正確に把握し、欠品リスク

を最小限に抑えるための発注計画を立てることができます。また、顧客マスターデータと

マーケティングデータを統合すれば、個々の顧客の行動を深く理解し、よりパーソナライ

ズされたサービスを提供できるようになります。このように、SAP は、単なる「記録シス

テム（System of Record）」としてデータを蓄積するだけでなく、「洞察を生み出すシステム

（System of Insight）」、そして最終的にはその洞察に基づいた最適な経営判断や業務実行を

可能にする「行動を促すシステム（System of Action）」へと進化しているのです。SAP は、

データの力を最大限に引き出すための強固な土台であり、企業の DX を根本から支えるプ

ラットフォームと言えるでしょう。 

 多くの企業が DX を推進する中で、新しい技術の導入は不可欠です。しかし、既存のシ

ステムと新しい技術をどのように連携させるかという課題に直面します。独自のスクラッ

チ開発システムや、部門ごとに異なるツールが乱立している場合、新たな技術を導入する

たびに、複雑なシステム連携やデータ統合の作業が必要となり、多大なコストと時間がか

かります。 

 SAP は、SAP Cloud Platform（SCP）や SAP Business Technology Platform（BTP）とい

った統合プラットフォームを提供することで、この課題を解決します。これらのプラット

フォームは、SAP S/4HANA と外部システムを安全かつ効率的に連携させるためのハブと

なります。これにより、企業は既存の投資を活かしつつ、必要な技術を段階的に追加して

いくことができます。例えば、特定の業務に特化したモバイルアプリケーションを開発し

たり、顧客向けのポータルサイトを構築したりする場合でも、SAP の標準的な API を通じ

て基幹データにアクセスできるため、開発期間を大幅に短縮できます。SAP は、「デジタル

化の土台」として、企業の DX を長期的に支援するエコシステムを提供しているのです。 

 DX の旅は、一度きりのイベントではありません。それは、常に変化する市場に適応し続

けるための継続的なプロセスです。SAP は、この継続的な変革を支えるための柔軟なライ

センスモデルと導入方法を提供しています。クラウドベースの SAP S/4HANA Cloud は、常

に最新の機能が提供されるため、企業は常に最先端の技術を活用できます。また、オンプ

レミス型やハイブリッド型といった複数の導入オプションが用意されており、企業の規模



や特性、既存の IT 資産に合わせて最適な選択が可能です。 

 この柔軟性は、「段階的な DX」という考え方を可能にします。一度にすべての業務を新

しいシステムに移行する「ビッグバン」方式は、リスクが非常に高く、プロジェクトが失

敗する大きな要因となり得ます。一方、SAP の柔軟性を活用すれば、まずは特定の部門や

業務から小規模に導入し、その成功体験を基に徐々に適用範囲を拡大していくことが可能

です。このアプローチは、プロジェクトのリスクを軽減するだけでなく、従業員が新しい

システムに慣れるための時間を与え、組織全体の意識改革を促す効果も期待できます。 

 SAP が提供する DX 加速プラットフォームとしてのもう一つの強みは、そのグローバル

な対応力です。多くの日本企業が海外展開を進める中で、各国の税制や商習慣に対応した

システムの構築が大きな課題となります。SAP は、100 を超える国や地域の法律、税制、

言語に対応した機能を標準で備えています。これにより、企業はグローバルな事業展開を

スムーズに行うことができます。 

 例えば、新しい国に子会社を設立する際でも、SAP を導入すれば、現地の要件に合わせ

たシステムを迅速に立ち上げることが可能です。これにより、IT システムの構築に時間を

費やすことなく、コアビジネスの立ち上げに集中できます。また、各拠点のデータを統合

的に管理できるため、グローバルなサプライチェーンの最適化や、各拠点の業績をリアル

タイムで把握するといったことが可能になります。SAP は、「グローバル経営の羅針盤」と

して、企業の海外展開を力強く支援する存在なのです。 

 SAP S/4HANA は、単なる ERP（統合基幹業務システム）の進化形ではありません。そ

れは、企業の競争力を高めるためのインテリジェントなデジタルコアへと変貌を遂げてい

ます。その中心にあるのが、AI や機械学習を活用した「インテリジェントな機能」です。

例えば、経費精算プロセスでは、AI が領収書の画像を読み取って自動でデータを入力した

り、財務部門では、機械学習が不正な取引パターンを検知してアラートを出すといった機

能が実装されています。 

 これらのインテリジェントな機能は、これまで人間が手作業で行っていたルーティン業

務を自動化し、従業員をより付加価値の高い業務に集中させることを可能にします。これ

により、生産性が向上するだけでなく、従業員のモチベーション向上にもつながります。

SAP は、「業務の効率化」という側面だけでなく、「従業員の働き方改革」という側面から

も DX を推進するプラットフォームなのです。 

 SAP S/4HANA が DX を加速させるプラットフォームとして優れている点は、そのエコシ

ステムにもあります。SAP は、世界中の数多くのパートナー企業や開発者コミュニティと

連携しています。これにより、特定の業界や業務に特化したソリューションが豊富に提供

されており、企業は自社のニーズに最適なソリューションを柔軟に選択できます。 

 例えば、特定の製造業向けに特化したアドオン機能や、小売業向けの需要予測ソリュー

ションなど、様々なパートナーソリューションが存在します。これらのソリューション

は、SAP S/4HANA とシームレスに連携するように設計されているため、導入のハードルが



低く、迅速に業務に適用できます。SAP は、自社製品だけでなく、「外部の知恵」を積極的

に取り入れることで、企業の DX を多角的に支援する体制を構築しているのです。 

 SAP が提供するクラウドソリューションは、導入コストの削減だけでなく、セキュリテ

ィ面でも大きなメリットをもたらします。サイバー攻撃が巧妙化する現代において、自社

で強固なセキュリティ体制を構築し維持していくことは、中小企業にとって大きな負担と

なります。SAP Cloud Platform は、世界最高水準のセキュリティ対策が施されており、企

業は安心してデータを預けることができます。これは、DX を進める上で不可欠な、「信頼

性の高い IT 基盤」を確保することに繋がります。 

 DX の最終的な成功は、導入後の「運用」にかかっています。SAP は、その豊富な機能

と柔軟な設定オプションにより、導入後も継続的な改善を可能にします。新しいビジネス

要件が発生した際にも、システムの大幅な改修を必要とせず、設定変更で対応できるケー

スが多いため、俊敏なビジネス展開を支えます。この「継続的な改善能力」こそ、SAP が

長期的なパートナーとして選ばれる理由の一つです。 

 さらに、SAP は単なる ERP パッケージの提供者ではなく、企業のデジタル戦略をともに

考えるパートナーという立ち位置を確立しています。SAP のコンサルタントは、単にシス

テムの技術的な側面だけでなく、企業のビジネス目標や戦略を深く理解しようと努めま

す。これにより、システム導入が単なる「IT プロジェクト」に終わることなく、企業の成

長を加速させるための「戦略的投資」となるよう支援してくれるのです。 

 SAP は、企業の経営基盤を支える「Core ERP」だけでなく、人事管理、顧客管理

（CRM）、サプライヤー管理（SRM）など、広範なビジネス領域をカバーするアプリケー

ション群を提供しています。これらはすべて、SAP S/4HANA を核として連携するように設

計されており、企業は必要に応じて機能を拡張していくことができます。これにより、将

来のビジネスニーズの変化にも柔軟に対応できる、「将来を見据えた IT ランドスケープ」

を構築できるのです。 

 

1.3. ベンダー選定の重要性と事業会社としての覚悟 

SAP 導入プロジェクトの成功は、適切なベンダー選定にかかっていると言っても過言で

はありません。しかし、多くの企業が、ベンダー選定を「技術力」や「価格」だけで判断

してしまいがちです。もちろん、これらも重要な要素ですが、それ以上に重要なのは、「自

社のビジョンと課題を深く理解し、ともに伴走してくれるパートナー」を見つけることで

す。 

 特に、SAP 導入は単なる IT プロジェクトではなく、業務改革プロジェクトです。したが

って、ベンダーには、SAP の技術的な知識だけでなく、特定の業界における業務知識や、

チェンジマネジメント（組織変革）をリードする能力も求められます。ベンダー選定の際



には、過去の成功事例や、提案されたプロジェクトチームのメンバー構成、プロジェクト

への関わり方など、多角的な視点から評価することが不可欠です。 

 多くの企業がベンダー選定で陥る落とし穴が、「ベンダー依存」です。一度ベンダーにプ

ロジェクトを丸投げしてしまうと、自社のノウハウが蓄積されず、プロジェクトが完了し

た後も、システムの運用や改善をベンダーに頼り続けなければならなくなります。これ

は、長期的なコスト増加や、自社の DX 自走能力を阻害する大きな要因となります。 

 このベンダー依存を回避するためには、「事業会社が主体となってプロジェクトを推進す

る」という覚悟が必要です。ベンダーはあくまでも技術的な支援者であり、プロジェクト

のゴール設定や意思決定は、事業会社自身が行うべきです。プロジェクトチームには、IT

部門だけでなく、業務部門からもキーパーソンをアサインし、彼らが主体的に要件定義や

テストに参加する体制を構築することが重要です。この主体性が、プロジェクトの成功だ

けでなく、導入後の自社内での運用・改善能力を高めることにつながります。 

 ベンダー選定の際には、提案された価格の内訳を詳細に確認することが重要です。特

に、人件費、ライセンス費用、ハードウェア費用、そして「アドオン開発費用」には注意

が必要です。アドオン開発は、SAP の標準機能では対応できない独自の要件をシステムに

組み込むための開発であり、プロジェクトのコストと期間を大きく左右します。 

 優れたベンダーは、闇雲にアドオン開発を提案するのではなく、まず SAP の標準機能で

業務要件をどこまで満たせるかを丁寧に分析し、それでも対応できない場合にのみ、必要

最小限のアドオン開発を提案します。この見極めには、高度な SAP 知識と業務理解が不可

欠です。ベンダーの提案書を鵜呑みにするのではなく、なぜそのアドオンが必要なのか、

その代替案はないのかを徹底的に議論することで、不必要なコストを削減し、プロジェク

トを健全な状態に保つことができます。 

 ベンダー選定におけるもう一つの重要なポイントは、「コミュニケーション能力」です。

SAP 導入プロジェクトは、多くの部門やステークホルダーが関わる大規模な取り組みで

す。ベンダーのコンサルタントが、各部門の担当者と円滑なコミュニケーションを築き、

異なる意見や利害を調整する能力は、プロジェクトの成否を大きく左右します。 

 提案段階での面談や、過去のプロジェクトでのコミュニケーション方法について質問す

ることで、そのベンダーのコミュニケーション能力をある程度測ることができます。ま

た、プロジェクト開始後も、定期的なミーティングやレポートを通じて、プロジェクトの

進捗や課題を透明性の高い形で共有してもらう体制を構築することが重要です。 

事業会社として、SAP 導入プロジェクトに臨む際には、「変革への覚悟」が何よりも重要で

す。多くのプロジェクトが失敗する最大の原因は、新しいシステムに業務を合わせるので

はなく、既存の業務にシステムを合わせようとすることにあります。これは、SAP の標準

機能を活かせず、結果として多額のアドオン開発費用と複雑なシステムを生み出すことに

なります。 



 SAP 導入は、自社の業務を抜本的に見直し、改善する絶好のチャンスです。そのために

は、「これまでやってきた方法が本当に最善か？」という問いを常に持ち続ける必要があり

ます。経営層から現場の従業員まで、全社が一丸となってこの変革を受け入れる覚悟を持

つこと。これが、SAP 導入プロジェクトを成功に導くための最も重要な土台となります。 

 ベンダーの選定基準として、「自社の業界知識」も欠かせません。SAP は、製造業、小売

業、サービス業など、各業界に特化したソリューションを提供していますが、それを実際

に業務に落とし込むには、ベンダーのコンサルタントが自社の業界特有の商習慣や課題を

深く理解している必要があります。 

 ベンダーの提案書やプレゼンテーションでは、自社の業界における過去の成功事例や、

どのような課題を解決してきたかを具体的に聞くことが重要です。また、プロジェクトチ

ームのメンバーに、自社と同じ業界での経験者がいるかを確認することも、ベンダーの専

門性を測る上で有効な手段となります。 

 SAP 導入プロジェクトの成功には、「自社のリーダーシップ」が不可欠です。ベンダーに

プロジェクトを任せきりにするのではなく、プロジェクトマネージャーや主要なメンバー

が、常にプロジェクトの方向性をコントロールする役割を担うべきです。具体的には、要

件定義の最終的な意思決定、ベンダーとの交渉、そして社内でのコミュニケーションをリ

ードする能力が求められます。 

 このリーダーシップを確保するためには、プロジェクトチームに、各業務部門から権限

を持ったメンバーをアサインすることが重要です。彼らが部門の代表として意思決定を行

い、その内容を部門内に浸透させることで、プロジェクトはよりスムーズに、かつ納得感

を持って進むことができます。 

 DX を加速するプラットフォームとしての SAP の価値を最大限に引き出すには、「標準機

能の最大活用」という考え方が重要です。SAP は、世界中の優良企業で採用されているベ

ストプラクティスを標準機能として提供しています。これらの機能を活用することで、業

務プロセスの効率化だけでなく、グローバルな展開もスムーズに進めることができます。 

 しかし、多くの企業が、長年の慣習から脱却できず、標準機能ではなく、自社独自の要

件に合わせたアドオン開発を求めてしまいます。これは、結果としてプロジェクトのコス

トと期間を膨張させ、システムの複雑性を増大させることになります。ベンダー選定時に

は、この「標準機能活用の哲学」を共有できるかどうかも重要な判断基準となります。 

 ベンダー選定においては、「アフターサービスの体制」も重要な要素です。SAP 導入プロ

ジェクトは、システムが稼働して終わりではありません。むしろ、稼働後の運用・保守、

そして継続的な改善こそが、DX の真の価値を生み出します。ベンダーが稼働後にどのよう

なサポート体制を提供してくれるのか、どのような費用体系なのかを事前に確認しておく

ことが不可欠です。 

 特に、グローバル展開を考えている場合は、海外拠点でのサポート体制や、多言語での

対応が可能かどうかも確認すべきポイントです。優れたベンダーは、システム導入後も、



企業の DX ジャーニーのパートナーとして、長期的な関係を築くことを目指します。 

 DX 時代において、企業が直面する最大の課題の一つは、「レガシーシステムの呪縛」で

す。長年にわたって蓄積された独自のシステムは、企業の成長を支えてきた一方で、今日

のビジネス環境の変化に柔軟に対応することを難しくしています。SAP S/4HANA への移行

は、このレガシーシステムの呪縛から解き放たれ、未来への投資を行うための重要なステ

ップです。 

 しかし、この移行は簡単なことではありません。データの移行、業務プロセスの変更、

従業員のトレーニングなど、多くの課題が伴います。だからこそ、この移行を成功させる

ためには、徹底した準備と、信頼できるベンダーをパートナーとすることが不可欠なので

す。ベンダー選定の際には、「プロジェクト管理能力」も重要な評価ポイントです。SAP プ

ロジェクトは、その規模や複雑性から、高度なプロジェクト管理が求められます。ベンダ

ーが過去のプロジェクトでどのような管理手法を用いてきたか、リスク管理や課題解決を

どのように行ってきたかを具体的にヒアリングすることが重要です。 

 また、プロジェクトマネジメントツールやレポートフォーマットなど、プロジェクトの

透明性を確保するための仕組みが提案に含まれているかも確認すべき点です。プロジェク

トの進捗や課題が関係者間でリアルタイムに共有される体制が構築されることで、問題の

早期発見・解決が可能になります。 

 事業会社として、SAP 導入プロジェクトに臨む際には、「投資対効果（ROI）への明確な

意識」を持つことが重要です。多くのプロジェクトが、投資に見合った成果を上げられな

いのは、ROI を算出せずにプロジェクトを開始してしまうことに起因します。 

 SAP 導入は、多額の投資を伴います。その投資が将来的にどのような形で回収されるの

か、どのような業務効率化やビジネス成長につながるのかを具体的に数値で示すことが不

可欠です。これは、プロジェクトチームのモチベーション向上にもつながります。 

 ベンダー選定においては、「コンフィグレーション能力」と「アドオン開発能力」のバラ

ンスも重要です。SAP 導入は、SAP の標準機能を自社の業務に合わせて設定する「コンフ

ィグレーション」と、標準機能では対応できない部分を独自に開発する「アドオン開発」

から成り立っています。 

 優れたベンダーは、コンフィグレーションを最大限に活用し、アドオン開発を最小限に

抑える提案をしてきます。これは、システムの複雑性を抑え、将来のメンテナンスコスト

を削減するために非常に重要な考え方です。ベンダーの提案内容を詳細に分析し、このバ

ランスが適切かどうかを判断することが不可欠です。 

 SAP 導入プロジェクトは、「組織文化の変革」を伴うことが多いです。SAP の標準プロセ

スに業務を合わせることで、これまで当たり前だった部門間の壁が取り払われ、情報がス

ムーズに流れるようになります。これは、組織全体のコラボレーションを促進し、新しい

働き方を可能にします。しかし、この変革は、従業員にとって大きな負担となる可能性も

あります。したがって、プロジェクトの初期段階から、チェンジマネジメント（組織変革



管理）を意識したコミュニケーションやトレーニング計画を策定することが重要です。 

 ベンダー選定時には、「人材の質」に注目すべきです。どんなに優れたベンダーであって

も、プロジェクトを担当するコンサルタントの質が低ければ、プロジェクトは失敗に終わ

る可能性があります。提案段階での面談や、チームメンバーの過去のプロジェクト経験、

SAP の資格などを詳細に確認することが重要です。 

 また、プロジェクト開始後も、コンサルタントとの定期的なフィードバックを通じて、

彼らのパフォーマンスを評価し、必要に応じて改善を求めることができる関係を築くこと

が不可欠です。 

事業会社として、SAP 導入プロジェクトを成功に導くためには、「自社の IT 戦略との整合

性」を確保することが重要です。SAP 導入は、単体で完結するプロジェクトではなく、企

業の IT ランドスケープ全体の一部として位置づけられるべきです。 

 SAP を導入することで、既存のシステムや将来導入を計画しているシステムとどのよう

に連携するのか、どのようなデータフローを構築するのかを明確に定義しておくことが重

要です。これにより、IT システムのサイロ化を防ぎ、より統合された IT 環境を構築できま

す。 

 SAP 導入プロジェクトは、「リスク管理」の観点からも非常に重要です。プロジェクトの

遅延、予算超過、品質問題など、様々なリスクが存在します。優れたベンダーは、これら

のリスクを事前に特定し、それらに対処するための計画を立てることができます。 

 事業会社としても、リスク管理をベンダー任せにするのではなく、定期的にリスクレビ

ューを行い、リスクの発生確率や影響度を評価することが重要です。これにより、リスク

が顕在化する前に、適切な対策を講じることができます。 

 DX を加速するプラットフォームとしての SAP の真の価値は、「未来への投資」という側

面にもあります。SAP S/4HANA は、単なる現在のビジネス課題を解決するだけでなく、将

来のビジネス成長を支えるための柔軟な基盤を提供します。 

 新しい市場への参入、新製品の立ち上げ、M&A など、将来のビジネス戦略に柔軟に対応

できるシステムを構築することで、企業は変化の激しい現代において、常に競争優位性を

維持することができます。 

 

最後に、SAP 導入プロジェクトを成功させるための最も重要な要素は、「人」です。どん

なに優れたシステムを導入しても、それを使いこなす人がいなければ意味がありません。

プロジェクトの初期段階から、従業員の教育や意識改革に注力し、彼らが新しいシステム

を自らの武器として活用できるようにすることが不可欠です。ベンダーは、教育やトレー

ニングをサポートしてくれますが、最終的には事業会社自身が、従業員のエンゲージメン

トを高め、変革をリードする役割を担う必要があります。SAP 導入は、全従業員が参加す

る一大イベントです。このイベントを成功させるためには、全社一丸となった取り組みが



求められます。 

 


